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＜質 問＞   

 私は、区議会公明党を代表して、通告順に従って、一般質問を行います。 

 最初に、次世代育成支援策の拡充についてお伺いいたします。 

 品川区においては、これまで第３次長期基本計画に掲げた「子育ての楽しさ

をひろげる品川プラン」に基づいて、安心して子どもを産み育てることができ

る環境整備を初め、さまざまな視点から子育て支援事業を積極的に推進してこ

られました。その行政手腕は高く評価するものであります。その上で、さらな

る拡充を期待して、以下、６項目についてお伺いいたします。 

 質問の１点目は、乳幼児医療費助成制度の所徔制限の撤廃についてお伺いい

たします。 

 私ども区議会公明党は、乳幼児医療費助成制度の創設について、昭和６２年

度の予算要望書で提言以来、平成３年度の第４回定例本会議での一般質問でも、

乳幼児医療費の無料化の実現を強く求めるなど、機会あるごとに主張してまい

りました。中でも平成１０年の第２回定例本会議の一般質問においては、医療

費助成の対象者を義務教育修了までの児童に拡大し、あわせて早期に所徔制限

を撤廃するよう、改めて提案いたしました。現在の乳幼児医療費助成制度は、

小学校に入学する前の乳幼児までを対象に実施されてはおりますが、所徔制限

があるため、全体の約９０％の受給にとどまっております。 

 ところで、去る６月１０日付の読売新聞の報道によれば、厚生労働省がまと

めた２００３年の人口動態統計では、１人の女性が生涯に産む子どもの数、い

わゆる合計特殊出生率は過去最低の 1.２９となることが明らかになりました。

これは前年の 1.３２を大きく下回り、尐子化は予想を上回るスピードで進行し、

先進国の中でも最も低い水準であると指摘されています。 

 尐子化の要因については、子育て丌安や価値観の変化等によるなどさまざま

な指摘がありますが、育児に伴う経済的負担も大きな要因の１つであると言わ

れております。我が党は、これまで尐子化対策として、奨学金制度の大幅な拡

充など多くの提言を行ってまいりました。中でも児童手当については、今国会

において対象者を小学校３年生までにと拡大を推進してまいりました。今回の

拡充で支給対象児童数は現行制度の場合の６４５万人から９３６万人へと約３

００万人も増加する見込みであります。 

 そこで、品川区として、これまでの福祉施策の側面から思い切って視点を切

りかえて、尐子化に歯どめをかける一助として、また、親の所徔により医療費

助成を受けられなかった世帯をなくすためにも、今回、対象者を小学校６年生



までに引き上げて、平成１７年１月から実施を予定されている（仮称）子ども

すこやか医療費助成事業の開始に合わせて所徔制限を撤廃されるよう提案をい

たします。 

 質問の２点目は、生活支援型一時保育、オアシスルームの拡充についてお伺

いいたします。 

 在宅の子育て家庭への支援策として、就労以外のどのような理由でも一時的

に保育園で子どもを預かってもらえるオアシスルームが６月１日から４地区５

園でスタートしました。 

 そこで、この制度の利用の状況と利用者からどのような声が寄せられている

かをお知らせください。 

 また、現在は５園のみでの実施となっておりますが、私たちの地域でもぜひ

実施してほしいとの声が届いております。このような地域格差を解消するため

にも、今後、地域のニーズに応じて実施園を拡大されるよう提案をいたします。 

 質問の３点目は、保育カウンセラーの導入についてお伺いいたします。 

 幼稚園や保育園において、幼稚園教員や保育士だけでは障害児やかかわり方

の難しい子どもに対しての対応が困難なケースが出てきているとの声を聞きま

す。去る５月１７日の中央教育審議会において、幼稚園や保育園等に保育カウ

ンセラーの導入が提案されております。この保育カウンセラーは、子どもの悩

みを抱えた保護者や教員、保育士に対してアドバイスをしたり、定期的に園を

訪れて子どもを観察し指導を支援したり、保護者からの育児相談や発達相談な

どにも専門的な見地から適切に対処していただく役割を担っており、その導入

が期待されております。既に大阪府や文京区などでカウンセラーを導入して、

よい結果が出ていると伺いました。 

 そこで、品川区においても早急に保育カウンセラーの導入を検討して、育児

支援を充実すべきと提案するものであります。 

 質問の４点目は、保育園の待機児童解消対策についてお伺いいたします。 

 品川区では、これまで分園や認証保育所、また幼保一元化の事業等を通し、

待機児童解消のために積極的に取り組んでこられましたが、本年４月１日現在

の待機児童数は１８４名とのことで、昨年の１３８名、一昨年の１５３名と比

較してもわかるとおり、待機児童解消は厳しい現状であります。去る６月１日、

品川型就学前乳幼児教育施設「ぷりすくーる西五反田」が開設されました。し

かし、この待機児童数の現状を見ると、さらに解消に向けての取り組みが必要

と思います。今後、区としてどのような効果的な対策を講じていくのか、お伺

いいたします。 

 また、本年度の高橋区長の施政方針では、認可保育園の定員を８０名拡大さ

れるとのことですが、具体的なスケジュールと、どの保育園で拡大を予定され



ているのか、お知らせください。 

 ところで、八潮地域の４つの認可保育園の在籍状況を見ますと、毎年のよう

に定員丌足が見られます。八潮という地域性もあり、他の地域からの送迎が困

難であるとのことが大きな原因の１つと考えられます。そこで、この枠を有効

に活用するために、送迎バス等を運行させてニーズの多い地域の子どもたちを

八潮内の保育園で受け入れることで待機児童解消の一助になるのではないかと

考えます。 

 質問の５点目は、小中学生による育児の実体験についてお伺いいたします。 

 乳幼児や児童への虐待による事件が増加傾向にあります。そこで、命のとう

とさを学ぶために、将来、子どもを持ち、子育てをする立場になる児童生徒た

ちが子育ての知識を学び、子育てを現実のものととらえる心を育み、将来の子

育てにおける貴重な体験がつかめるような取り組みが必要ではないかと感じま

す。現在は中高生の一部で保育体験ボランティア講座が実施されていることは

承知をしておりますが、次世代の親を育てる観点から、新たな取り組みとして、

小中学生を対象に保育園等で乳幼児と触れ合いながら子育てを実際に体験でき

るようにしてはどうかと考えます。 

 質問の６点目は、「お父さんの子育て手帱」の作成についてお伺いいたします。 

 子育てへの父親参加の必要性が叫ばれておりますが、仕事等の忙しさや子育

ては母親がするものとの固定観念からか、なかなか進まない現状が見られます。

そこで、平成１３年４月から静岡県においては、厳しさや規律、鍛練などを教

える父性を確立し、父親の子育てを応援するために、「お父さんの子育て手帱」

を作成し、配布をしております。ふだん子どもと接する機会の尐ない父親が、

子どもとどのようにコミュニケーションを図っていくべきか、また、どのよう

に親の生き方を示していくべきかなど、乳幼児版、小学校版、中高生版と、そ

れぞれの時期に合わせて具体的な内容で作成されております。 

 そこで、品川区においても、父親の育児参加への意識の啓発のために、品川

版「お父さんの子育て手帱」を作成するべきではないかと考えます。 

 それぞれ理事者のご見解をお伺いいたします。 

 次に、身近で取り組む健康づくりについてお伺いいたします。 

 我が国は、今、高齢社会を超えて超高齢社会へと進みつつあり、１０年後に

は全人口の２６％が６５歳以上の高齢者となることが予測されております。そ

んな中、高齢社会を幸せの年齢を重ねる高齢社会にしていくためには、単なる

長寿ではなく、健康で自立して暮らすことができる期間、いわゆる健康寿命を

いかに延ばすかが重要な課題となっております。そのためには、国民一人ひと

りが生涯にわたり元気で活動的に生活できる社会の構築が丌可欠であると考え

ます。 



 そのような中、先般、５月１９日に公明党は不党の一員として健康フロンテ

ィア戦略をまとめ、政府に申し入れをした結果、来年度予算編成の方向性を示

す経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００４に重点分野として盛り込

まれることとなり、今後の具体的な取り組みが期待されるところであります。

品川区におきましても、第３次長期基本計画の５つの都市像の中にあるとおり、

健康で喜びを持って生きられるまちの実現に向けてさまざまな取り組みをされ

ております。 

 そこで、健康づくりの観点から何点かご質問をさせていただきます。 

 質問の１点目は、地区健康づくり推進委員会の活動についてお伺いいたしま

す。 

 昨年の３月に策定された区民健康づくりプラン品川によりますと、３つの課

題の１つである地域での健康づくりの推進に当たり、１３地区の推進委員会ご

とに健康づくり推進委員を中心とした活動を行っていくとの方針が示されてお

りますが、現在までの活動状況と今後の具体的な取り組みについてお伺いいた

します。 

 また、今後の１３地区の活動が地区によって温度差が生まれないような区の

バックアップの体制が重要かと考えますが、ご見解をお伺いいたします。 

 質問の２点目は、総合型地域スポーツクラブの設置についてお伺いいたしま

す。 

 平成１２年９月に文部科学省が策定したスポーツ振興基本計画には、生涯ス

ポーツ社会の実現を第一の政策目標として、成人の週１回以上のスポーツ実施

率５０％をめざすことが掲げられ、そのための具体的な施策として、全国の市

区町村において１０年間で尐なくとも１つの総合型地域スポーツクラブを育成

することとしております。これに対して、私たち公明党は５年間で全市区町村

に、１０年間で全中学校区域での設置をマニフェストに掲げて取り組んでおり

ます。地域住民が主体的に運営し、身近な地域の住民だれもが参加できるこの

スポーツクラブの設置によるメリットは、スポーツ振興や区民の健康づくりに

限らず、世代間交流の促進や地域コミュニティの形成などにも役立ち、高齢者

がスポーツに親しみやすい環境づくりにもつながるのではないかと思います。 

 そこで、品川区において、学校施設や公共のスポーツ施設を拠点として、こ

の総合型地域スポーツクラブの設置、育成を要望いたしますが、ご見解をお伺

いいたします。 

 質問の３点目は、夜間の校庭開放についてお伺いいたします。 

 地域の中で区民の一人ひとりが主体的に健康づくりを実践するためには、運

動できる場の確保が必要ではないかと考えます。品川区では、現在、小中学校

の１６校で夜間の校庭開放を行っているとのことですが、夜間に身近な場で安



全に運動できる場のさらなる整備のため、夜間の校庭開放を利用状況を踏まえ

て今後、拡大していくべきと考えますが、ご見解をお伺いいたします。 

 また、現在は団体登録をされているなど、団体に所属をしている方のみの利

用に限られておりますが、今後、健康づくりを推進するに当たっては、個人で

もあいた時間を活用し気軽に運動ができるようなシステムが必要と考えますが、

ご見解をお伺いいたします。 

 質問の４点目は、公園等への健康器具の設置についてお伺いいたします。 

 私は先日、荒川区のあらかわ自然公園に行ってまいりました。昨年５月にオ

ープンしたふれあい健康広場には１３基の健康器具が設置されており、スウェ

ーデンの高齢者体操をもとに開発されたこの器具は、高齢者に限らず、子ども

や障害をお持ちの方にも幅広く利用でき、使い方と効果が記された説明板も設

置されておりました。説明板に沿って体を動かしてみると、思ったよりもきつ

く、運動丌足の解消にも十分に役立つことを実感して帰ってまいりました。現

在、品川区にも幾つかの公園で健康器具を設置されているか思いますが、説明

板の設置はほとんどなく、器具についても十分な利用がなされていないのでは

ないかと感じます。 

 そこで、品川区においても、身近な場所での健康づくりの観点から、各地域

の中で設置が可能な公園を健康広場と位置づけて、こうした健康器具を設置さ

れてはどうかと考えますが、ご見解をお伺いいたします。 

 次に、子どもの命と心を守るスクールカウンセラーの小学校への配置につい

てお伺いいたします。 

 去る６月１日、長崎県佐世保市の小学校で大変に痛ましい事件が起きました。

私も小学生の子を持つ親の一人として非常にショックを受けるとともに、この

ような事件が二度と起きないようにするためにも、先生と児童生徒、そして家

庭との日常的な心の触れ合いの必要性を痛感いたしました。今回の事件のよう

に、原因が子ども自身の心のうちに芽生え、親にも教師にもその兆候がつかみ

ずらいケースに対して、改めて心の教育の徹底が再確認される中、心の問題の

専門家として、学校内で児童生徒、保護者からの相談や教師にも指導の助言を

するスクールカウンセラーの存在が極めて重要になってきております。 

 そこで、質問の１点目は、教育現場におけるスクールカウンセラーとのかか

わりの現状についてお伺いいたします。 

 学校現場において、いじめや丌登校などの問題が話題になるたびにスクール

カウンセラーがクローズアップされます。いかにも対症療法的で、切り札的な

印象が持たれていますが、昨今の子どもをめぐる事件を見れば、児童の心理に

精通した専門職のスクールカウンセラーへの過大過ぎる期待もやむを徔ないと

も思います。 



 昨年の第４回定例本会議において、我が党の同僚議員が小学校へのスクール

カウンセラー配置の質問をした際に、理事者より区の教育相談センターにいる

７名の教育心理相談員が定期的に小学校に出向き、相談を受ける体制の強化充

実を図っていくとのご答弁をいただきました。また、今年度より旗の台小学校

を拠点校として１名のスクールカウンセラーが配置されましたが、それぞれ現

況をお知らせください。 

 質問の２点目は、スクールカウンセラーの小学校への配置についてお伺いい

たします。 

 公明党は、今から１１年前の１９９３年、国会において初めてスクールカウ

ンセラーの導入を提案して以来、２００２年度までに小中高合わせて 6,５７２

校まで拡充され、その結果、丌登校の子どもも１９９１年の調査開始以来、初

めて減尐の兆しが見え始め、導入の効果があらわれております。品川区におい

ては、昨年度、全中学校への配置が完了いたしました。そこで、今後の児童の

健全育成、学校教育の充実のため、品川区においてスクールカウンセラーの小

学校への適切な配置を強く要望いたします。 

 質問の３点目は、スクールカウンセラーを有効に活用するための学校内の位

置づけについてお伺いいたします。 

 このスクールカウンセラーは、東京都教育委員会の事業として、児童生徒の

健全育成を図るために設置され、専ら児童生徒や教師、保護者への相談と助言

を行っていただいております。 

 ところで、スクールカウンセラーは臨床心理士等の高度な資格を持った非常

に専門性の高い職業ですが、週に１日から２日の勤務で、新たに学校に導入さ

れた職種ですので、学校の教育システムや組織、機能の中に意識的に位置づけ

ていかないと、学校の中で孤立してしまうおそれがあります。職員会議などで

どのように位置づけられているのか、お伺いいたします。 

 今後、カウンセラーを有効に活用するには、必要に応じてＰＴＡなど保護者

の会合や外部評価者委員会等の会合、さらには地域での会合などで、テーマに

よってはスクールカウンセラーに参加していただき、地域での教育力の向上を

図るなどの体制を整えるべきと考えます。 

 それぞれご見解をお伺いいたします。 

 最後に、小中一貫校へ移転後の原小学校の跡地および建物の有効活用につい

てお伺いいたします。 

 大井地区の小中一貫校も基本設計が完成し、本年度の実施設計、来年度から

の工事スタートと、平成１９年４月の開設に向けての準備が着々と進められて

おりますが、地元の皆さんにとっては原小学校移転後の学校がどのようになっ

ていくのかが、もう１つの大きな関心事となっております。地域の象徴として



この地にたたずみ、８０年以上の長きにわたってこのまちを見続けてきた原小

学校にかわり、新たな地域の象徴として地域の方に喜んでいただけるような活

用を念願し、何点かご質問させていただきます。 

 質問の１点目は、今後のスケジュールについてお伺いいたします。 

 原小学校の跡地や建物の活用については、大井地区の小中一貫校の決定以来、

たくさんの地域の方々からさまざまなご意見をいただいており、関心がますま

す高まっていると感じております。 

 そこで、いつごろから検討を始めて、いつごろまでに決定する予定なのか、

今後の具体的なスケジュールをお知らせください。 

 質問の２点目は、決定するに当たっての手順についてお伺いいたします。 

 昨年の決算特別委員会での私の質問に対し、今後、区としてどういう形で利

用していくのか、区民の方々の意見も十分に踏まえながら検討していくとのご

答弁をいただきましたが、具体的にはどのような手順で区民の方々の意見を集

約し決定されるのか、お伺いいたします。 

 また、これまで原小学校のグラウンドや体育館等を地域開放にて利用されて

いた地域の方々のご意見等にも十分に配慮するべきかと考えますが、ご所見を

お伺いいたします。 

 質問の３点目は、保育園の待機児童解消策としての保育施設への活用につい

てであります。 

 さきに述べましたように、待機児童の解消は喫緊の行政課題の１つでありま

す。原小学校は西大井駅にも近く、リニューアルされた西大井保育園と相まっ

て、駅前保育園として区民から喜ばれるのではないでしょうか。公設民営の保

育園として検討してはどうかと提案するものであります。 

 理事者のご所見をお伺いいたします。 

 以上で私の一般質問を終了いたします。ご清聴ありがとうございました。（拍

手） 

                 〔区長高橋久二君登壇〕 

 

 

＜答 弁＞ 

◯区長（高橋久二君）  

武内議員の次世代育成支援策の拡充についてお答えを申し上げます。 

 さきの厚生労働省の１５年度合計特殊出生率 1.２９人の報道は、超尐子化社

会の到来を予見させ、これからの品川がより一層夢と希望にあふれた活力ある

自治体となるため、次世代を担う子どもやこれを育成する家庭を、地域や社会



全体で速やかに、かつ強力に支援することの必要性を改めて痛感しているとこ

ろでございます。 

 お尋ねの子どもすこやか医療費助成でございますが、プレス発表以降、多く

の区民から高い評価をいただくともに、他区市においても制度検討を始めるな

どの波及効果も聞き及んでおります。他方、この間、所徔制限対象者からも建

設的なご意見や切実な要望が集中し、今後の区の子育て支援に大きな示唆を不

えてくれました。 

 現在、区ではこの制度を超尐子化社会での次世代育成支援の総合的見地から

再構築をし、所徔制限の解消も含め、すべての子育ての世代がこの医療費助成

を受けられるよう検討を始めたところでございます。平成１７年度に向けまし

て、区長会の重点要望の中でも都に乳幼児医療費助成の所徔制限撤廃を要望し

ているところでございます。 

 次に、オアシスルームの利用状況でございますが、６月１５日までの申込件

数は１歳児を中心に低年齢児が９０％を占めております。利用者動向でござい

ますが、実施の際のアンケートによれば、「利用して大変よかった」という方

がほとんどで、すべての方が「また利用したい」と書かれております。また、

利用の理由を多い順に紹介しますと、リフレッシュ、次に買い物、学校行事、

通院、習い事、スポーツの順になっており、この制度ができたおかげでふだん

からやりたいと思っていたことが思い切って実現でき、感謝いたしましたとい

う感想や、迎えに来られるときの顔つきは実はさわやかであったとの報告もご

ざいます。今後の展開については、スタート直後でございますので、実施して

いく中で効果等を検証してまいります。 

 次に、保育カウンセラーの問題でございますが、現在、区は専門の非常勤の

医師や保健センターの心理技術の職員を活用し、発達や指導上の課題のある子

どもについて、園長や保育士に対して専門的な見地から指導アドバイスを受け

ております。 

 また、悩みを抱えた保護者につきましては、子育て支援センターを紹介する

などの対応をするよう十分配慮しております。したがいまして、お尋ねの保育

カウンセラーにつきましては、役割分担等も含め検討してまいります。 

 次に、入園の待機児童解消についてでございますが、施政方針の８０名の定

員拡大は、４月１日からどんぐり保育園の分園移転によります２４名、一部保

育園の見直しで１０名、６月１日からぷりすくーる保育園部門で４６名、計８

０名となっております。 

 また、今後の取り組みですが、引き続き分園方式等で対応し、当面学童保育

クラブの廃止後の施設を活用して定員を拡大し、待機児の解消に努めてまいり

ます。 



 幼保一元化事業の今後の展開につきましては、検討をしているところでござ

います。 

 さらに、八潮地区の欠員のある保育園の活用でございますが、事実上、八潮

地区の保育園は現在、内陸部の待機児の受け皿となっております。在園をされ

る保護者によっては車やバス等で送迎されておりますので、ご指摘の機能は事

実上果たされているものと考えておりますので、ご理解のほどお願い申し上げ

ます。 

 次に、小中学生による保育の実体験でございますが、教育委員会といたしま

ても、ご提案の保育体験は価値ある取り組みであると認識をしており、現在、

区立中学校においては、２・３年生を中心に家庭科や総合的な学習の時間に保

育園、幼稚園での実習を行っております。したがいまして、まずは、現在、実

施している中学校で事前学習や受け入れ側との連携といった内容・方法の充実

に努めることが大切と考えておりまして、小学校への波及はその後の課題とと

らえております。 

 最後に、「お父さんの子育て手帱」でございますが、父親の育児参加は子育

ての重要なポイントの１つであり、現在、区では保健所等で妊娠中から父親の

参加する両親学級やマタニティーリラクゼーション教室を実施しております。

また、誕生後も両親を対象にしたペアレンツクラブにおいて育児を話し合う機

会を設けておりますが、より積極的な参加を図る視点から検討してまいります。 

               〔児童保健事業部長小沼毅君登壇〕 

 

 

◯児童保健事業部長（小沼毅君）  

私からは、２点目の身近で取り組む健康づくりについてのお尋ねのうち、地

区健康づくり推進委員会の活動についてご答弁申し上げます。 

 健康づくり推進委員会は、平成１０年の制度発足以来、１３地区ごとにウオ

ーキングや料理教室等、年間４ないし５回の事業を行ってきております。昨年

３月策定されました「区民健康づくりプラン品川」では、健康づくり推進委員

会の活動がより活性化し、区民が身近な地域で健康づくりに取り組めるように

することが最重要課題であるとされています。このため、平成１５年度からは、

従来の単発的な事業に加えまして、年間を通した継続的な活動となるよう、ふ

れあい健康塾を２地区で立ち上げたところでございます。今後、ふれあいサポ

ート活動とも連携しまして、各地域で区民が気軽に健康づくりに取り組めるよ

う、これらの事業を展開してまいります。 

 また、この３月、本年３月でございますが、健康づくり推進体制検討委員会

を立ち上げまして、推進委員会活動がより一層効果的に機能するための体制の



あり方を検討していただいております。この検討結果を反映した体制へ早期に

移行するとともに、各地区の健康づくり活動へのバックアップ体制の充実を図

ってまいります。 

                〔教育次長古川良則君登壇〕 

 

 

◯教育次長（古川良則君）  

私からは、身近で取り組む健康づくりについてのご質問のうち、スポーツに

かかわる部分と、３点目のスクールカウンセラーの配置に関するご質問にお答

えいたします。 

 最初に、総合型地域スポーツクラブの設置についてでございますが、品川区

は、このスポーツクラブのモデルとも言えるスポーツ・レクリエーション推進

委員会を全国に先駆けて、中学校区域の学校施設を拠点に組織化をしてまいり

ました。このスポーツ・レクリエーション推進委員会は、発足当初、体育館の

利用調整やクラブ間の交流事業を主な活動としておりましたが、今日では１７

地域に５００団体、約１万人の会員を擁する組織へと成長し、広く地域住民を

対象にさまざまな種目のスポーツ教室を開催するなど、スポーツによる地域づ

くりを推進しております。これからも区が創設いたしましたスポーツ・レクリ

エーション推進委員会をさらに充実発展させ、区民のだれもがそれぞれの体力

や年齢、興味に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しめる

生涯スポーツ社会の実現に努めてまいります。 

 次に、夜間の校庭開放についてでございますが、身近な場所でのスポーツ活

動を支援するため、実施計画に基づき、中学校区域を単位として区内１８校に

夜間照明を設置することとしております。引き続き近隣住民との調整を図りな

がら計画的に設置をしてまいります。 

 また、個人利用につきましては、団体の利用状況等を見ながら安全な開放の

可能性について検討してまいります。 

 次に、スクールカウンセラーに関するご質問にお答えいたします。 

 初めに、スクールカウンセラーの現状でございますが、中学校に配置したス

クールカウンセラーは、それぞれ近隣小学校の個別のケースに対応しており、

昨年度は延べ３０件の要請がありました。相談対象は、教員からが１８件、保

護者が８件、児童が４件で、内容は発達障害に関することや問題行動等に関す

ることでございます。ほかに小学校の校内研修へ講師として参加した例も延べ

１２件あり、そこでは過去の事例から子どもが発したと思われるシグナルの種

類や悩みの伝達方法など具体的なケーススタディを行っております。本年４月

から旗台小学校に配置したスクールカウンセラーは、児童、教職員との信頼関



係を深めながら、児童や保護者からの相談に応じております。また、区教育相

談センターの７人の心理相談員は、電話や来所による相談を中心に小学校との

連携を図っており、昨年度は全体で小学校への学校訪問５回、講師派遣７回、

就学相談を３回行う機会がございました。 

 ２点目のスクールカウンセラーの小学校への配置についてでございますが、

さまざまな問題行動に対し、教師だけで対応することが難しい中学校と、学級

担任のかかわりが中心となる小学校では対応が異なる現実がございます。学級

担任との人間関係が親密な小学校では、まず一人ひとりの教員がカウンセリン

グマインドを持って児童に接することができるようカウンセラーとしての力量

を向上させる必要があり、その上でスクールカウンセラーよる専門的な助言を

受けられる体制を充実させることが大切であると考えております。したがいま

して、当面は教員の力量形成のための教育相談研修を充実させつつ、現在のス

クールカウンセラーや心理相談員との連携を密にしてまいります。 

 最後に、スクールカウンセラーを有効に活用するための校内における位置づ

けでございますが、ほとんどの中学校では生活指導部会や教育相談部会にスク

ールカウンセラーを加え、正規職員と同等の立場でその専門性を大いに発揮で

きるよう配慮しております。時にはスクールカウンセラーの来校日に合わせて

職員会議やケーススタディを開き、連携を密にしている学校もございます。ま

た、議員ご指摘のスクールカウンセラーが地域の教育力の向上にかかわること

は大切なことであり、家庭教育学級やＰＴＡの講演会に参加する例が既に各学

校で二、三回ございます。今後は、外部評価者委員会や地域の会合など、さま

ざまな場面においてその専門性をより発揮することができるよう各学校を指導

してまいります。 

              〔まちづくり事業部長中谷勝年君登壇〕 

 

 

◯まちづくり事業部長（中谷勝年君）  

私からは、身近で取り組む健康づくりのうち、公園への健康器具の設置につ

いてのご質問にお答えいたします。 

 近年、区民の健康づくりへの関心が高まる中、身近な健康づくりの場を拡充

するために、公園への健康器具の設置が求められてきております。 

 そこで、区ではこれまでもしながわ区民公園など２４の公園に７３基の健康

器具を設置してまいりました。今後とも、公園の大規模改修の際に、区民の皆

さんのご意見をお伺いしながら、限られたスペースの中で、バランスを考えて

健康器具の配置に努力してまいります。 

 また、説明板についてですが、現在では使用方法が特にわかりにくい器具以



外はだれでも一目でわかるピクトグラムを設置しておりますが、今後とも必要

性の高い箇所から順次増設してまいりますので、ご理解のほどよろしくお願い

申し上げます。 

                〔企画部長中尾根剛君登壇〕 

 

 

◯企画部長（中尾根剛君）  

私からは、小中一貫校へ移転後の原小学校跡地および建物の有効活用につい

てお答えいたします。 

 原小学校のほか日野中学校、総合体育館など、小中一貫校の移転に伴い生ず

る大規模な跡地の有効活用については、区政全般にかかわる重要な課題と受け

とめております。そこで、総合実施計画に基づく財産有効活用の視点から検討

をすることとしております。検討の点につきましては、移転年次の早い跡地か

ら活用策をまとめていく方針でございまして、原小学校と伊藤中学校の一貫校

は平成１９年４月開校を予定しておりますので、まだ具体的な検討には入って

ございません。 

 また、手順についてでございますが、これまでの公共施設と同様、しかるべ

き時期に区民等の意向を踏まえ区として原案を取りまとめ、地元や関係者にお

諮りすると同時に、議会にもご意見を伺い、調整していくということになりま

す。 

 次に、待機児解消としての保育施設への活用とのご提案でございますけれど

も、西大井地区の待機児解消につきましては、昨年９月に新園舎を開設した西

大井保育園において、定員１２名を拡大するとともに、夜間保育、病後児保育

を開始してございます。また、近隣の滝王子保育園においても、定員２０名の

拡大に向け、現在、改修工事を行い、待機児童の解消に努めているところでご

ざいます。 

 一方、原小学校の転用は、さきにも述べましたように、平成１９年４月以降

可能となりますので、尐子化の動向のみならず、社会経済状況の変化を見通し、

公共施設全体の配置や必要度、地域住民のご要望など、幅広く検討する必要が

あると考えてございます。したがいまして、ご提案の件につきましては、現時

点では活用策の１つとして受けとめさせていただきます。 

 

＜再質問＞ 

◯武内忍君 それぞれ前向きなご答弁、ありがとうございました。自席より失

礼して１点のみ再質問させていただきます。 



 次世代育成支援策の拡充についての中の乳幼児医療費助成の所徔制限撤廃に

ついて、区長の方でご答弁で、所徔制限の解消も含めてすべての子育て世帯が

受けられるような検討を開始したというご答弁がございましたが、平成１７年

１月にスタートします子どもすこやか医療費助成、この事業のスタートに合わ

せて、ぜひ所徔制限をなくされるよう、改めて要望いたしますけど、ご見解を

お伺いいたします。 

                 〔区長高橋久二君登壇〕 

 

 

◯区長（高橋久二君）  

再質問にお答えいたします。 

 ご要望を承って、前向きに検討させていただきます。 

 

 

 

 

 


